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タネまきと苗の植え付け 

 １ タネの袋の情報をチェックする。 

  メーカーにより多少内容は違いますが、タネの袋の裏面に記載されているタネの特徴などを読み、よく吟味して購入しまし

ょう。 

① 「性質・特徴」それぞれの野菜・品種のもつ性質や特徴が記載されている。 
② 「作り方」土づくりや肥料について栽培上の注意点やその野菜作りのポイントが記載されている。 
③ 「栽培カレンダー」天候は毎年異なるので、栽培カレンダーを参考にタネまきの時期などを確認する。 
④ 「生産地」タネを採取した地域、または国名を表示 
⑤ 「発芽率・検査月」規定の検査条件の下で発芽率検査が行われた時期を表示。できるだけ新しいものを選んで購入する。 
⑥ 「有効期限」タネが古くなると発芽率が低くなるので必ずチェックする。 

２ しっかりした苗を選ぶ。 

 日照不足で育った苗はヒョロヒョロしていて、茎の節と節の間が長く育ちます。また株元がくびれていたり、葉が枯れてい

る苗は病気にかかっている場合がありますから注意しましょう。ピーマン、トマト、ナスなどの実もの野菜は苗えらびで収

穫量が変わってきます。 

トマト キュウリ 

 
 

 ３ タネまきの時期 

  タネまきには、気温が最低でも１０℃程度が必要です。桜の咲く時期に気温が１０℃程度になるのが目安となり、桜

前線がタネまきの適した時期になります。 

  春まきでは、桜が咲いたらタネまきの準備をし１０日ほど経って桜が散ったころにタネをまきましょう。 

 ４ 苗の植え方 
  土が乾いているときは穴に水をやり、土の中に十分水分がいきわたってから苗を植える。土がドロドロ状態のときは植えて

はいけない。春の植え付けは暖かい日の午前中に。また気温が低いときは４～５日前にマルチングをして植えつけます。 



 

 
安全・安心講習会ではお疲れ様でした。以下におさらいとして間違いやすいポイントをまとめましたので参考にしてください。 

 

適用作物  ラベルに記載のない作物には使えない。「トマトとミニトマト」「枝豆とダイズ」は別もの。 

      また、なばな類と非結球アブラナ科葉菜類は別項目なので、アブラナ科を栽培するときは要注意。 

 

使用日数  収穫前日の場合→収穫24時間前までという意味。また収穫してから1日置いて出荷するというのも×。 

 

濃度    記載してある倍数より薄く使っても1回は1回。また絶対に適用倍数よりも濃く使ってはならない。 
      希釈倍数1,000倍の農薬を10L作る場合→入れる農薬量は10ml。500倍なら20ml。2,000倍なら5ml。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 皆さんは新しい資材を買うとき、「これ本当に使えるのかな？」と不安に思ったりしていませんか？資材というものは

実際に使ってみないとその効果は実感できないものです。 

 そこで今回から組合員がオススメする農業資材を紹介していこうと思います。 

 

伊藤良夫組合長がオススメする農業資材はコレだ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

散水用資材です。ハウスでマルチを張る前にたっぷり水をやる時 

などに有効です。細かい穴が無数に空いていますのでムラなく均一 

にまくことができ、また優しく水を降らすので育苗等にも使用できそ 

うです。2～30mまでなら水道の蛇口でも大丈夫のようです。5.4m 

(3間)間口のハウスならこれ1本で十分！…といいたいところです 

が、端20cm程はやや散水量が少ないです。巻き取ってしまえば持ち 

運びもカンタン！常に見張っている必要もないので、水を出した後は 

別の作業に移ることができます。少し値段は張りますが、コレ、オスス 

メです！ 

 

組合員のオススメ資材コーナー 

スミサンスイＲ‐育苗 

住化農業資材（株） 

定価：17,300円   長さ：100ｍ 

 

メリット：均一に水をまける、作業効率

が良い 

デメリット：やや値段が高い 

 

農薬使用のポイント 

今月の画像 

★トマトの植え付け 便利な道具の紹介 
                2分で10本植え付ける方法 

★畑土にたっぷりと水をやる方法 
          潅水チューブを使用したもの、こまかい水粒がゆっくりと畑の土を湿らします。 
                                   

あさつゆ連絡先  

電話：41-1062 FAX：41-1063 

技術事項作成協力：上小農業改良普及センター 
近藤・岡崎（電話（直）：25-7156） 
     （E-mail  josho-aeo@prefnagano.lg/jp） 


